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2022年度 乗境経営レポー ト

(対象期間 :2022年 8月 1日 ～2023年 7月 31日 )
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ごあいさつ

シンエイ機工株式会社は、西播地域を活動範囲とし、工作機械及び機械工具を販売する企業で

す。平成5年の設立以来、多くのお客様から絶大なる信頼とご支援を賜りながら堅実な経営を営

み、お陰様で今 日を迎えるに至りました。
この度当社は、エコアクシヨン21に基づく環境経営システムを構築し運用開始することによつ

て、地球環境に優 しい企業として、新たな一歩を踏み出しました。

環 境 経 営 方 針

<環境経営理念>

当社は、工作機械及び機械工具の販売を主とする事業活動において、エコアクシヨン21を取得す

ることにより、環境負荷の低減を図るために、従業員一九となつて自主的 。積極的に環境への取組

を推進 します。

<環境保全 へ の行動 指針 >

1. 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

2。  二酸化炭素排出量の削減を推進します。 (電気、カリ)ン、軽油、灯油)

3. 廃棄物」F出量の削減及び廃棄物の再利用を推進します。

4. 適正な利用により水使用量の削減に努めます。

5. グリーン購入を推進します。

6. 環境に配慮した工作機械、インハ
゛
ツー仕様ヨンフ

°
レッサーの販売を推進します。

7. 地域美化活動 (溝掃除、里道の除草作業など)を推進します。

8. 環境経営方針は、全従業員に周知します。

9。  この環境経営方針の下、環境意識を高め、継続的に環境負荷の低減に

取組み、更に環境経営の継続的改善を誓約 します。

制定 日 :2020年 8月 1日

改定 日 :2023年9月 30日

代表取締役  古谷徳秀



Ⅱ.組織の概要

(1)名 称及び代表者名
シンエイ機工株式会社

代表取締役 古谷 徳秀

(2)所 在地

本   社 〒6700952 兵庫県姫路市南条2丁 目52

(3)環境管理責任者及び担当者の氏名・連絡先

責任者     代表取締役 古谷 徳秀

担当者     経理    古谷 時子

(4)事業内容
エイ乍機械及び機械工具の販売

(5)事業の規模

売上金額 118,500万 円 (2022年度実績)

従業員  13名

延べ床面積 206.47ポ

(6)事業年度    8月 ～翌年 7月

□認証・登録の対象範囲

登録組織名 : シンエイ機工株式会社

対象事業所 : 本社

封象外

工作機械及び機械工具の販売

無 し

TEL:090-7877-3588

TEL:079-284-2340
FAX 1 079-284-5311
Elmall : shine10ac,auone― net,jp

活動
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□ 環境経営実施体制

代表者 吉谷 徳秀

環境事務局

古谷伸雄 古谷時子

率子I甲

古谷 時子

営業部長

橋本

営業部長

祐保 信一

役割・責任・権限

代表者 (社長 )
・環境経営に関する統括責任
・効果的で必要十分な実施体制の構築
・環境管理責任者の任命及び各自の役割・責任・権限を定め全従業員
へ周知

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、枝能、技術者を準備

・経営における課題とチヤンスの明確化
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規制等の取 りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境関連の外部コミュニケーションの窓ロ

・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規制等取 りまとめ表の作成、遵守評価の実施

・環境教育訓練計画の作成と実施の管理
・環境経営レポートの作成、公開(事務所への備付けと地域事務局への送付)

部門長 (営業部長 )
・自部門における環境経営システムの実施
・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の運用管理
・緊急事態対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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項  目 単位
2019年度
基準年度

2020年 渥霊 2021年度 2022年度

二酸化炭素排出量 kg― CO, 63,629 55,182 53.669 53.907

電 力 k Wh 13.513 14.088 14.556 12.949

ガソリン L 21.406 18_488 18.373 18.493

軽 油 L 2.372 2.540 2_17`1 2.080

灯 油 I 1.889 414 343 488

都市ガス 50 51 44 44

廃乗物排 出量 kg 2,158 4,170 2,278 2_203

一般廃乗物 kg 2,158

0,00

4,170 2,278 2.203

産業廃棄物 t 0 00 0.00 0_00

水使用量 m 152 161 135 132

化学物質 kg 0 0 0 0

Ⅲ.主な環境負荷の実績

Ⅳ。環境 目標及びその実績

(1)中期目標

注1)電力の二酸化炭素〕F出係数 (調整後)は、2018年度関西電力実績値の

0.334kg― C02/kWhを使用。

注2)化学物質は使用していない。

注3)V.環境に適した製品は、脱炭素社会を実現する省エネルギーエ作機械や

省エネ化インバータコンプレッサ

年 度

項 目

2019年度
基準年度

2020年度 2021年度 2022年度 2023年】
=

I。 二酸イヒ灰素

排出量削減

kg~C02

対基準

63,629 62,993 62,357 61,720 66,280

△ 1% △ 2% △ 3% △4%
電力便用量

削減

kWh

kg~C02

対基準

13,513 13,378 13,243 13,108 12,972

4,513 4,468 4,423 4,378 4,332

△ 1% △ 2% △ 3% △4%
ノJン リン

使用量削減

L

kg~C02

対基準

21,406 21,192 20,978 20,764 20,550

49,662 49,165 48,669 48,172 47.675

△ 1% △ 2% △ 3% △4%
軽相
使用量削減

L

kg~C02

対基準

2,372 2,348 2,325 2,301 2,277

6,120 6,059 5,997 5,936 5,875

△ 1% △ 2% △ 3% △4%
灯相

使用量削減

L

kg~C02

対来準

1,339 1,326 1,312 1,299 1.285

3,334 3,301 3,267 3,234 3,201

△ 1% △ 2% △ 3% △40/O

都市ガス

使用量削減

m
kg―C02

封基準

50.0 49.5 49,0 48.5 48.0

108.0 106.9 105.8 104.7 103.6

△ 1% △ 2% △ 3% △4%
且.廃果 物 ワF出 量

一般廃棄物
削減

kg

対基準

2,158 2,136 2,115 2,093 2,072

△ 1% △ 2% △ 3% △4%
産業廃乗物

削減

トン

対基準

0,00 0,00 0,00 0,00 0.0

皿.水便用量

削減

m

対基準

lbZ 150 149 147 146

△ 1% /へ＼2% △ 3% △40/O

Ⅳ.ク リーン貝再人賓

比率

%
対基準

35,1 3b.b 3b.も 36.2 365

+1% +2°/O +30/O +40/O

V.味環に適 した

製品の販売

十円

対基準

6,212 6,274 6,336 6,3Vも 6,460

+1% +2% +3% +4%



基 準 対象期間に : Sけ る笑|

(2022年8月 ～2023年7月 )

目株 実 績 達成度 評価

年 度

項 目
20194+_反

(8月 ～7月 )

63.629 61,720 53,907 114% ⑫二.二酸化灰系

排出量削減

kg~C02

対基準 △3% △15%

101% ○13,513 13,108 12,949

4.513 4.378 4,324

△4%

電力
使用量削減

kWh

kg~C02

対基準 △3%

O21.406 20,764 18,493 112%

42.90349,662 48,172

L

kg~C02

対基準 △3% △14%

ガンツン

使用量削減

2.080 111% ○2,372 2,301

6,120 5,936 5,368

△12%

軽油
使用量削減

L

kg~C02

対基準 △3%

O1,339 1.299 488 266%

1.2153,334 3,D34

灯油
使用量削減

L

kg~C02

対 共 進 △3% △36%
48.5 44,0 110% O50.0

95.0108.0 104.7

m
kg―C02

対基準 A3% △ 12°/0

称市ガス

l吏用量削減

」 廃 乗タ ラF出重

△2,158 2,093 2,203 95%

△3% +2%
一般廃乗物

削減

kg

対基準

0,00 ○0.00 0,00t

対 基 進

産業廃乗物
削減

132.0 111% ∪lbZ.U 147.0皿 .水便 用重

削減

）ｍ

村 基逢 A3% △ 130/。

×35 1 36.2 32.3 Uυ /oiV.ク リーン貫再ノ、賃

,ヒ ヨ【
%

対基準 +3% △8%
6,212 6,398 13,505 211% ①

+30/O +378vる製品の販売
V. )衆

~J兄~に
適 した す 円

対基準

の

注)都市ガス   使用量

2021年度二酸化炭素総JF出量

42

～ 1 × (90%未満 )

44.00■ド

53,764

Kg―C02 95
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V.環境経営計画及び取組結果 とその評価、次年度の環境経営計画

で △ ま りで なか × ヽっ

評価結果 と次年度の環境経営計画 (取組内容 )it又 り組み計画 達成状況
(目 標達成)

電気・ガノリン使用料削減できた。・下記の通 り。

・空調温度の適正化 (冷房25℃暖

房25℃ )

○

をえなかつた。収束後姑策を考える。

かった。コロを 化 し で

○ 頻繁に使用する部屋に設置できた。・サーキュレーターの設置
・不要照明の消灯 △

○

ど

イこ・LEDの 使用

今後も二層積極的な取り組みを実施する。

○ 不要なアイドリングス トップはまずまず浸透してきたと思われる。・不要なアイ ドリングス トンプ

普段より安全運転に注意 しているのでまずまずできた。・急力日速・急停車の防止 ○

O 効率的な移動ができていた。・効率的な移動

空気圧・オイル等の点検 ① 給洒Httに確認するように各自意識する。

軽油使用量の削減 (目 標権 成 )

○ しては まスア ン ツ・不要なアイ ドリングス トンプ

・急力日速・急停車の防止 ① 普段より
‐
女全運転に注意しているのでまずまずできた 。

て い○・効率的な移動

今後も一層積極的な取り組みを実施する。

・ス トーブの使用基準の作成 × 特に必要性はないと思われ作成 していない

室温管理 (25℃ を基準) ○ もつと省エネ意識を持たせ、ムダな使用を無くして行く。

・部屋 開放の禁止 ○ ナ対策で換気は止む負えなかつた。コ ロ

○ 大体出来てきた。ゥォームビズの冥施

△ 都度計量による管理をする。実態調査

各 自実行できている。・分別の徹底 ○

来年度以降の目標設定 × 正確な)西量を1巴握しながら、削減に努める。

(目 標達成 )産業廃棄物の削減

× 仕入先やメ…カーの梱包材 (ダ ンボール)が増加した。実態調査

専用め物言を設置した為、整理ができた。段ボール置き場の設置 ①

・保管場所の掲示板を設置 ○ |こ

任入先に簡易包装・緩衝材を減らすように依頼する。・来年度以降の目標設定 ×

・節水の周知徹底 ○ 節水の呼びかけにより徹底をはかる。

○ 簡単な掲示をした結果 節水になつた。・節水シールの貼り付けとポスター掲示

・清掃時・手洗い時の節水 ○ 実践できている。

(目

。再生紙、リサイクルトナ…使用 △

△

コピー ―の使用は100 ている。でリ

が と

ク ル

つ て・再生材料の購入

したを実現する

の で

工○・顧客にPRす る



Ⅵ.環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

(注)廃棄物処理法の保管基準、処分業者との適正契約の更新。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていることを確認しました。

なお、環境法規制等への違反、訴訟、環境上の苦情等も過去 3年間ありませんでした。

Ⅶ.代表者による全体の評価と見直し・指示

30日

代表取締役 古谷 徳秀

7

遵守評価適用 され る法規制 遵守すべき要求事項

運守 (注 )廃乗物処理法
産業廃棄物管理票交付

等状況報告

廃棄物保管基準厳守、 マニんスト保存、照合確認、産業廃乗物管理票交
付状況等報告書提出
マニフェストの発行、返送期日の管理・保存

遵守家電 ツサイ クル法 特定家電4品 目の適正な事業者 (家電販売店)への引き腰 し

遵 守自動車 リサイクル法 使用済 自動車の適正な事業者 (引 取登録事業者)への引き渡 し

遵 守簡易点検と記録・保存 (廃棄後3年)及び廃棄時の適切な処理 (フ ロン

回収義務)

フロン排出抑制法

もあり売上金額は減少 したが省エネ・高効率の工作機械の販売が伸び、これからも販売推進に努めていく事を社員

全員で周知 した。
又勉強会は各 自帰社時刻が違 うので、毎朝のミーティング時を利用 してクレーム紺応に対処するようにしてい

る。
環境経営方針    図変更なし 回変更あり

環境経営 目標・計画 図変更なし □変更あり

実施体制      図変更なし □変更あり

シ ョン

つた事
に

に

コエ アしの のし を
コ ロ もで仕事量ナの影響 減の よ り さが す じま く1 は材料 局 騰 る商 の値上今期り で組 ん りお すま取
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